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稲
敷
市
予
算
の
概
要

平
成
19
年
度
稲
敷
市
一
般
会
計

他
10
件
の
特
別
会
計
お
よ
び
2

件
の
公
営
企
業
会
計
の
予
算
総

額
は
３
３
８
億
６
２
２
３
万
円

と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
て
９

億
８
５
６
９
万
円
（
２
・
８
％
）

の
減
と
な
り
ま
す
。

　
会
計
別
に
は
、
一
般
会
計
が

前
年
度
比
４
・
8
％
減
の
１
７

３
億
２
３
０
０
万
円
と
な
り
全

体
の
51
・
2
％
を
占
め
、
つ
づ

い
て
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

が
54
億
４
３
５
７
万
円（
16
・
１

％
）、老
人
保
健
特
別
会
計
43
億

５
７
９
８
万
円（
12
・
９
％
）、介

護
保
険
特
別
会
計
22
億
７
２
０

１
万
円（
６・７
％
）と
な
り
ま
す
。

　
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
20
億

３
３
６
９
万
円（
６
・
０
％
）、農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
４

億
１
５
９
９
万
円
（
１
・
２
％
）

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
も
含
め
た
水
道
事
業
会
計

に
つ
い
て
は
合
計
で
前
年
度
比

７
・
６
％
増
の
18
億
８
９
９
９

万
円（
５
・
６
％
）と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
で
は
、
第
１
に

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
も
と
内
部

管
理
経
費
を
中
心
に
し
た
経
費

の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
歳

出
の
削
減
を
図
り
ま
し
た
。第

２
に
は
、
財
源
の
確
保
策
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
な

ど
の
国（
県
）補
助
事
業
の
積
極

的
な
導
入
を
図
り
ま
し
た
。第

３
に
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、

「
第
１
次
稲
敷
市
総
合
計
画
」

の
柱
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
目
標
」
に
沿
っ
た
う
え
で
、

計
画
的
か
つ
効
果
的
に
計
上
し

ま
し
た
。第
４
に
は
、
会
計
全

体
で
の
財
源
不
足
は
補
え
な
い

な
か
で
財
政
調
整
基
金
等
の
繰

入
額
の
抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
基
本
事
項
に

基
づ
き
予
算
総
額
１
７
３
億
２

３
０
０
万
円
と
前
年
度
に
対
し

て
８
億
６
４
０
０
万
円
（
４
・

８
％
）
減
の
一
般
会
計
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

【
歳　
入
】

市
税　
地
域
経
済
が
回
復
基
調

に
あ
る
こ
と
を
基
本
に
、
税
制

改
正
と
税
源
移
譲
に
よ
る
増
分

を
含
め
て
51
億
６
７
１
９
万
円

会計別予算額

一般会計	 173億2,300万円	（-4.8％）
特別会計
国民健康保険	 54億4,357万円	（13.5％）
老人保健	 43億5,798万円	（-4.5%）
公平委員会	 19万円	（-52.1%）
農業集落排水事業	 4億1,599万円	（6.3%）
公共下水道事業	20億3,369万円	（-29.8%）
介護保険	 22億7,201万円	（6.6%）
簡易水道事業	 3,720万円	（22.0%）
浮島財産区　	 281万円	（127.1%）
古渡財産区	 359万円	（-6.3%）
基幹水利施設管理事業	 1億1,937万円	（0.4%）

企業会計
水道事業	 18億4,423万円	（7.4%）
工業用水道事業	 854万円	（1.2%）

合計	 338億6,223万円	（-2.8%）
※（　％）は前年度比較

平成19年度予算の概要　総額338億6,223万円

と
前
年
度
比
４
億
４
９
０
万
円

（
８・５
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税　
新
型
交
付
税
の

導
入
な
ど
、
算
定
に
不
確
定
な

要
素
は
あ
り
ま
す
が
、
前
年
度

額
を
基
本
ベ
ー
ス
に
地
方
財
政

計
画
の
な
か
で
の
総
額
４
・
４

％
減
少
な
ど
の
要
因
を
加
味
し
、

前
年
度
比
６
１
０
０
万
円（
１
・

３
％
）
減
の
46
億
８
４
０
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税　
本
格
的
な
税
源

移
譲
ま
で
暫
定
的
に
措
置
さ
れ

て
い
た
所
得
譲
与
税
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
４
億
９
８
０

０
万
円
と
前
年
度
比
３
億
９
２

０
０
万
円
（
44
・
０
％
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

国（
県
）支
出
金　
合
併
特
例
交

付
金
１
億
３
４
０
０
万
円
、
新

規
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
９
６

０
０
万
円
を
含
み
19
億
７
２
４

７
万
円
と
前
年
度
比
１
億
７
６

６
７
万
円
（
８
・
２
％
）
の
減
に

な
り
ま
す
。

市
債　
18
億
１
３
０
万
円
と
な

り
前
年
度
比
２
億
６
１
１
０
万

円
（
17
・
０
％
）
の
増
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
約
６
割
の
10

億
９
１
７
０
万
円
を
合
併
特
例

事
業
債
と
し
て
計
上
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債

繰入金：11億8,274万円

その他：10億2,470万円
一般会計歳入
173億2,300万円

自主財源
42.3％

市税：51億6,719万円

依存財源
57.7％

議会費、商工費、諸支出金、災害復旧費、予備費

民生費：48億3,737万円

教育費：24億6,259万円

土木費：20億3,966万円

29.8％

6.8％

6.0％

27.0％

10.4％

6.6％

諸収入：4億9,205万円
繰越金：2億円2.8％

1.2％
1.7％地方交付税：46億8,400万円

市債：18億130万円

国庫支出金：11億4,105万円

4.8％
2.9％

地方譲与税：4億9,800万円

県支出金：8億3,142万円

分担金及び負担金、使用料及び手
数料、財産収入、寄付金

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、株式
等譲渡所得割交付金、利子割交付金、交通安
全対策特別交付金、配当割交付金

その他：3億52万円

27.9％

14.2％

11.8％
11.6％

10.9％

8.3％

6.6％

6.5％

2.2％

総務費：20億1,005万円

衛生費：18億8,850万円

公債費：14億3,676万円

農林水産業費：11億4,338万円

消防費：11億1,961万円

その他：3億8,504万円
一般会計歳出
173億2,300万円

その他：2億9,738万円		
　　　　　　　　1.7％

一般会計性質別歳出予算　173億2,300万円

義務的経費：72億9,439万円
（人件費、扶助費、公債費）

物件費：
23億4,761万円

補助費等：
29億8,648万円

繰出金：21億7,105万円

42.1％ 13.6％ 17.2％ 12.5％ 12.9％

投資的経費：
22億2,608万円

平成19年度予算は、昨年度同様、行財政改革の基本理念を根底におき、市民の
ニーズを反映した、より効果的で効率的な財政運営を基本とし「第1次稲敷市
総合計画」の施策体系を予算編成の指針として編成しています。概要について
お知らせします。（1万円未満切り捨ての関係で、積み上げと合計が一致しない）

「第1次稲敷市総合計画」の施策体系を指針に

問い合わせ　稲敷市財政課（江戸崎庁舎）
　　　　　　☎029-892-2000（内線2800）

は
地
方
交
付
税
と
同
様
に
地
方

財
政
計
画
に
基
づ
き
、
前
年
度

比
９
０
０
０
万
円（
12
％
）減
の

６
億
６
０
０
０
万
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

繰
入
金　
前
年
度
よ
り
４
億
７

１
６
６
万
円
（
28
・
５
％
）
の
減

に
な
り
ま
す
が
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
５
億
円
、
公
共
公
用
施

設
整
備
基
金
か
ら
３
億
３
０
０

０
万
円
な
ど
総
額
で
11
億
８
２

７
４
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
歳　
出
】

職
員
の
意
識
改
革
や
事
務
事
業

の
見
直
し
・
統
廃
合
に
よ
る
経

常
経
費
の
削
減
、
ま
た
補
助
金

な
ど
の
適
正
化
の
推
進
に
よ
り
、

人
件
費
に
お
い
て
は
3
億
３
８

４
万
円（
７
・
６
％
）、物
件
費
２

億
８
３
７
２
万
円（
10
・
８
％
）、

併
せ
て
補
助
費
な
ど
１
億
３
４

６
８
万
円
（
４
・
３
％
）
が
そ
れ

ぞ
れ
前
年
度
に
対
し
て
減
額
に

な
り
ま
し
た
。反
面
、
扶
助
費

に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
費
や

児
童
手
当
の
増
に
よ
り
２
億
１

９
１
９
万
円（
11
・
２
％
）、公
債

費
が
１
億
１
２
９
８
万
円（
８
・

５
％
）
と
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
り

義
務
的
経
費
全
体
で
は
72
億
９

４
３
９
万
円
と
な
り
前
年
度
比

２
８
３
３
万
円
（
０
・
４
％
）
の

増
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
が
水
道
事
業
会
計
へ
の
出
資

金
も
含
め
22
億
９
８
８
５
万
円

と
前
年
度
比
１
億
４
２
８
０
万

円
（
６
・
６
％
）
の
増
と
な
り
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

新
規
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
や
障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ

ー
の
整
備
経
費
を
含
め
22
億
２

６
０
８
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
前
年
度
に
は
桜
川
中
学

校
改
築
や
結
佐
住
宅
建
設
な
ど

の
大
規
模
事
業
が
計
上
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
よ
り
６
億
２
１
４

３
万
円
（
21
・
８
％
）
の
減
に
な

り
ま
す
。
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将来像

浮島レイクサイド拠点地区

江戸崎まちなか拠点地区江戸崎まちなか拠点地区

浮島レイクサイド拠点地区

東ふれあい交流拠点地区東ふれあい交流拠点地区

新利根ゲートタウン拠点地区新利根ゲートタウン拠点地区

◇凡 例◇

圏央道インターチェンジ(ＩＣ)
圏央道パーキングエリア(ＰＡ)

圏央道

その他の道路

幹線道路

工業系土地利用

商業系土地利用

住居系土地利用 公共公益拠点

商業・交流拠点

ＩＣ活用拠点

公園・緑地

<<都市的土地利用>>

緑・親水拠点

水田等農地

<<自然的土地利用>>

山林丘陵地
地域戦略拠点

成田空港活用ゾーン成田空港活用ゾーン

田園型ふるさと交流ゾーン田園型ふるさと交流ゾーン

自然環境体験学習ゾーン自然環境体験学習ゾーン
新市街地形成ゾーン新市街地形成ゾーン

（仮）東ＩＣ

(仮)江戸崎ＩＣ

(仮)江戸崎ＰＡ

圏央道

圏央道

稲敷市総合計画が完成しました！
本市のまちづくりの指針となる「稲敷市総合計画」が完成し
ました。
　今回の総合計画が、稲敷市となって初めての総合計画とな
ります。
　この総合計画は、アンケート調査をはじめ、市民の皆さま
からの協力や意見・提案などをいただき、作成いたしました。
　今後は、この総合計画に基づき、本市のまちづくりを市民
の皆様の理解と参画を得て進めていきたいと考えています。
●稲敷市企画課 tel.029-892-2000（内線2604） 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
計
画
の
う
ち
、
特
に
力
を
注
ぐ
べ
き
施

策
を「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
位
置
付
け
、

優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。

○
圏
央
道
を
活
か
し
た
地
域
産
業
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

○
戦
略
的
・
重
点
的
に
拠
点
地
区
の
整
備
を
進

め
、新
市
の
一
体
的
な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

②
人
口
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
人
口
減
少
の
緩
和
と
少
子
高
齢
化
に
対
応

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

○
総
合
的
な
視
点
で
の
子
育
て
支
援
を
展
開

し
ま
す
。

○
高
齢
者
に
よ
る
地
域
活
力
の
維
持
・
拡
大

を
目
指
し
ま
す
。

③
市
民
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
新
市
の
一
体
化
を
図
り
、
稲
敷
文
化
の
創

出
を
目
指
し
ま
す
。

○
市
民
協
働
で
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

④
行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し

ま
す
。

○
量
よ
り
質
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組
み

ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
稲
敷
市
総
合
計
画
概
要
版
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「みんなが住みたい素敵なまち」を実現するため、次の７つのまちづくり
の基本目標にそってまちづくりを進めます。
①戦略的で総合的な視点にたった着実なまちをつくろう（行財政）
②市民が主体的に参加できるシステム（しくみ）をつくろう（住民参画）
③稲敷文化を創造する人を育てよう・しくみをつくろう（教育・文化）
④思いやりと生きがいのある人にやさしいまちをつくろう（福祉・保健）
⑤暮らしを支える活力ある産業をつくろう（産業）
⑥安心・安全で無駄のない快適なまちをつくろう（都市基盤・生活環境）
⑦手を取りあって潤いのある環境を守り育てよう（環境保全・自然環境）

将来指標の見通し

土地利用構想
４つのゾーンに分割し、地域の特性
を活かした都市的・農村的・自然的な
機能拠点を配置しながら、安全で安
心して暮らせる生活環境の確保と市
域の一体的な発展を図ります。

戦略的で総合的な視点にたった着実なまちをつくろう
・行政評価システム導入　679万円
・新庁舎基本構想策定業務委託費　976万円
市民が主体的に参画できるシステムをつくろう
・江戸崎地区まちづくり交付金事業　100万円
・桜川地区まちづくり交付金事業　200万円
・男女共同参画推進　118万円
・家庭児童相談室設置運営費　133万円
・国際交流事業　834万円
稲敷文化を創造する人を育てよう・しくみをつくろう
・語学指導事業　2,305万円
・TT非常勤講師配置事業　2,512万円
・教育系ネットワーク維持管理費　2,081万円
・桜川中学校外構工事　9,887万円
・江戸崎幼稚園基本設計委託　985万円
思いやりと生きがいのある人にやさしいまちをつくろう
・障害者自立支援センター整備事業　5億5,356万円
・放課後児童対策事業　2,593万円

・子育て支援事業　466万円
・休日診療事業　1,030万円
・地域ケアシステム推進事業　792万円
暮らしを支える活力ある産業をつくろう
・水田農業構造改革対策事業　2億1,546万円
・農産物振興事業　735万円
・農地・水・環境保全向上対策事業　1,505万円
安心・安全で無駄のない快適なまちをつくろう
・都市計画基本方針検討業務委託　546万円
・道路新設改良事業　2億1,920万円
・道路維持補修事業　2億3,130万円
・江戸崎・桜川地区まちづくり交付金事業　2億1,546万円
・合併市町村幹線道路緊急整備事業　1億8,028万円
・消防行政無線維持管理費　2億6,882万円
・消防自動車管理費　5,522万円
手をとりあって潤いのある環境を守り育てよう
・環境美化事業　659万円
・不法投棄対策事業　1,700万円

まちづくりの基本目標
約46,000人
（平成28年度推計人口）

「稲敷市総合計画」に基づいて平成19年度の重点事業が決定しました！

稲敷市土地利用構想

今年度の当初予算は、「稲敷市総合計画」の柱になる「まちづくりの基本目標」に基づき計上されています。

基本構想（平成19年度〜平成28年度）

前期基本計画
（平成19〜23年度）

後期基本計画
（平成24〜28年度）

実施計画（３か年計画を毎年見直し）

みんなが住みたい素敵なまち

総合計画の構成と計画期間
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まちづくりにあなたの声を
市長への手紙
市民の皆さまのご意見・ご提案をお待ちしています

「
市
長
へ
の
手
紙
（
住
民
提
案

カ
ー
ド
）」は
、
皆
さ
ま
の
声
を

反
映
さ
せ
た
住
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
に
し
た
、
手
紙

に
よ
る
提
案
制
度
で
す
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
年
２

回
広
報
紙
に
折
り
込
む
と
と
も

に
、
市
役
所
各
庁
舎
を
は
じ
め

市
の
公
共
施
設
に
置
い
て
あ
り

行財政
　人口問題への対応	 ３件
　健全な自治体経営の推進	 25件
　公共施設の管理と適正配値	 １件
　広報・広聴	 １件
市民参画
　市民協働の推進	 ２件
　市民活動の推進	 １件
　情報公開・個人情報の保護	 １件
　国際化・国際交流	 １件
教育・文化
　幼児教育	 １件
　義務教育	 ５件
　生涯学習の推進	 14件
　スポーツ振興	 ３件
　歴史・文化	 １件
保健・福祉
　地域福祉	 ２件
　介護保険制度	 １件
　高齢者福祉	 ３件
　障害者福祉	 ４件

平成18年度「市長への手紙」内容別集計

　子育て支援の充実	 ３件
　健康づくりの推進	 １件
産業
　観光の振興	 １件
都市基盤・生活環境
　計画的土地利用の推進	 ２件	
　住宅・住環境	 ２件
　道路	 27件
　公共交通	 12件
　公園・緑地	 ４件
　生活排水対策	 ６件
　防災	 ９件
　消防・救急	 ３件
　防犯	 ４件
　交通安全	 ７件
　地域情報化	 ２件
環境保全・自然環境
　地球環境の保全と循環型社会の構築	 ６件
　自然環境・霞ヶ浦の保全と活用	１件
　公害対策・環境美化の推進	 ３件

ま
す
。ま
た
、
提
案
者
に
は
で

き
る
限
り
文
書
な
ど
で
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
ご
提
案
を
い
た
だ
け
る
方
は

注
意
事
項
を
ご
確
認
の
う
え
、

切
手
を
貼
ら
ず
に
郵
便
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
ま
で
広
報
紙
に
折

り
込
ん
だ
も
の
や
、
市
役
所
・

公
民
館
な
ど
に
お
い
て
あ
る
用

紙
は
平
成
19
年
６
月
30
日
の
有

効
期
限
で
す
。ご
注
意
く
だ
さ

い
。新
た
な
手
紙
を
、
来
月
号

お
よ
び
11
月
号
に
折
り
込
む
予

定
で
す
。　

　
昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
１
２
７
通
１

６
２
件
の
内
容
に
つ
い
て
報
告

ま
す
。稲
敷
市
の
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
日
ご
ろ
市
民

の
皆
さ
ま
が
考
え
て
い
る
こ
と
、

望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
か
ら
届
い
た
手
紙
は
、

す
べ
て
市
長
が
読
み
、
関
係
各

部
所
に
回
付
し
、
市
政
運
営
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

し
ま
す
。（
一
つ
の
手
紙
に
複
数

の
提
案
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

手
紙
の
数
と
提
案
数
は
一
致
し
ま

せ
ん
。）

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
０
）

思
い
出
に
残
る
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

今
年
も
カ
ナ
ダ
・
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
へ
中
・
高
生
を
派
遣

カナダからの親善使節団が来訪！
ホームステイやパーティで市民との交流！

３月25日から4月1日の8日間にかけ、姉妹都市であるサーモ
ンアーム市より26名（大人５名、中学生21名）の使節団が訪問し
ました。それぞれが市内のお宅にホームステイし、また帰国前
日には「さよならパーティ」に参加して日本の文化に触れなが
ら友好を深めました。
　今回、ホストファミリーとして25名の方々が受け入れに協
力していただきました。
　ご協力ありがとうございました。　

今
年
の
夏
、
稲
敷
市
で
は
第
3

回
青
少
年
親
善
大
使
海
外
派
遣

事
業
と
し
て
、
姉
妹
都
市
カ
ナ

ダ
・
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
へ
中

学
生・高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

　
一
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生

活
を
通
じ
、
カ
ナ
ダ
の
大
自
然

の
中
で
貴
重
な
海
外
で
の
家
庭

生
活
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
ぜ
ひ
カ

ナ
ダ
へ
！
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な

い
貴
重
な
感
動
が
待
っ
て
い
ま

す
！

派
遣
期
間
：
８
月
17
日（
金
）〜

27
日（
月
）11
日
間

募
集
人
員
：
20
名

募
集
期
間
：
5
月
10
日（
木
）〜	

31
日（
木
）	

※
土
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時	

（
応
募
書
類
配
布
も
同
様
）

応
募
資
格
：
稲
敷
市
在
住
の
中

学
生
・
高
校
生
で
あ
る
こ
と
。

／
心
身
が
健
康
で
、
協
調
性
に

富
み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動
お

よ
び
生
活
が
で
き
る
方
。
／
帰

国
後
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

な
ど
の
、
国
際
交
流
推
進
事
業

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方
。

／
過
去
に
国
・
市
町
村
の
行
う

同
種
の
派
遣
事
業
へ
参
加
し
て

い
な
い
方
。

応
募
方
法
：
応
募
希
望
者
は
、

応
募
書
類
を
5
月
31
日
ま
で

に
、
稲
敷
市
企
画
課
ま
た
は
各

庁
舎
総
合
窓
口
課
ま
で
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
：
参
加
申
込
書
（
写

真
1
枚
添
付
）※
保
護
者
の
承
諾

が
必
要
で
す
。応
募
書
類
は
、

稲
敷
市
企
画
課
・
各
総
合
窓
口

課
・
市
内
各
中
学
校
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。

派
遣
者
の
選
考
お
よ
び
決
定
：

選
考（
抽
選
の
場
合
あ
り
）後
、本

人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

経
費
負
担
：
経
費
総
額
は
、
約

30
万
円
の
予
定
で
す
。た
だ
し
、

15
万
円
を
上
限
と
し
て
総
経
費

の
１
／
２
を
助
成
し
ま
す
。（
派

遣
決
定
後
、
多
少
の
額
変
更
の
場

合
あ
り
）
※
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

に
要
す
る
費
用
（
約
1
万
円
）
と

小
遣
い
な
ど
個
人
的
費
用
は
参

加
者
負
担
で
す
。

そ
の
他
：
パ
ス
ポ
ー
ト
の
な
い

方
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
・
連
絡
先

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
６
０
５
）

 派遣日程（予定）
８月17日	 成田からサーモンアームへ	 ホームステイ
　　18日〜23日	 サーモンアーム滞在	 	 ホームステイ
　　24日	 バンフ市へバス移動	 	 市内観光
　　25日	 バンフ近郊観光	 	 	 コロンビア大氷原等
　　26日	 カルガリーからバンクーバーへ	 国内線から国際線へ乗換え
　　27日	 成田到着	

昨年のサーモンアーム派遣や今
年のホームステイの様子は市の
ホームページでご覧になれます。
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平成19年度の行政区長をご紹介します
行政区と市とのパイプ役です

男
▽
佐
倉
：
木
村
忠
男
▽
鳩
崎

本
郷
：
黒
田
廣
文
▽
野
原
：
糸

賀
賢
郎
▽
信
太
古
渡
：
澤
邊
邦

雄
▽
岡
：
小
川
衛
一
▽
須
賀
：

伊
藤
敏
夫
▽
椎
塚
：
中
澤
洋
▽

駒
塚
：
神
保
勝
▽
桑
山
：
木
村

守
▽
南
ケ
丘
：
黒
木
和
孝

【
新
利
根
地
区
】

▽
寄
居
：
瀬
尾
政
美
▽
寺
地
：

内
藤
晴
義
▽
新
利
根
新
宿
：
岡

野
治
夫
▽
九
軒
：
有
坂
照
夫
▽

戌
渡
：
千
勝
忠
▽
伊
崎
太
田
新

田
：
針
ヶ
谷
昭
一
郎
▽
角
崎
狸

穴
：
小
林
仁
▽
中
山
：
鈴
木
安

秋
▽
曽
根
：
菊
地
利
治
▽
伊
佐

津
：
菅
野
匡
一
▽
太
田
上
：
増

田
利
夫
▽
太
田
下
：
玉
造
善
一

▽
寺
内
：
木
内
敏
雄
▽
小
野
：

仲
川
恒
一
▽
堀
川
：
篠
田
精
一

▽
桑
山
新
田
：
中
山
和
昭
▽
根

本
１
区
：
渡
邊
三
千
男
▽
根
本

２
区
：
松
本
三
郎
▽
根
本
３

区
：
中
野
正
司
▽
根
本
４
区
：

飯
塚
信
夫
▽
根
本
５
区
：
池
田

稔
▽
根
本
６
区
：
沼
𥔎
一
男

【
桜
川
地
区
】

▽
浮
島
東
：
髙
木
清
實
▽
浮
島

中
央
：
久
松
博
▽
浮
島
西
：
宮

本
正
▽
須
賀
津
：
宮
本
健
▽
甘

田
：
平
野
源
一
▽
四
箇
：
根
本

庄
一
▽
阿
波
：
富
澤
富
生
▽
神

宮
寺
：
塚
本
恵
一
▽
柏
木
：
舟

串
厚
▽
羽
生
：
佐
藤
章
▽
堀
之

内
：
諸
岡
将
孝
▽
桜
川
田
宿
：

大
久
保
明
▽
桜
川
本
宿
：
松
田

良
雄
▽
古
渡
岡
：
諸
岡
清
▽
飯

出
：
黒
田
忠
▽
三
次
：
内
埜
次

男
▽
馬
渡
：
内
埜
弘
一

【
東
地
区
】

▽
東
１
区
：
根
本
卓
明
▽
東
２

区
：
木
内
義
延
▽
東
３
区
：
髙

桺
剛
▽
東
４
区
：
澁
谷
肇
▽
東

５
区
：
明
石
裕
治
▽
東
６
区
：

坂
本
秀
樹
▽
東
７
区
：
平
山
宗

▽
東
８
区
：
黒
田
光
男
▽
東
９

区
：
高
城
博
志
▽
東
10
区
：
蛯

原
賢
夫
▽
東
11
区
：
根
本
武
志

▽
東
12
区
：
黒
田
実
▽
東
13

区
：
髙
城
明
己
▽
東
14
区
：
小

島
進
▽
東
15
区
：
諸
岡
孝
▽
東

16
区
：
沖
野
谷
清
▽
東
17
区
：

小
島
幸
治
▽
東
18
区
：
北
見
政

信
▽
東
19
区
：
松
本
次
男
▽
東

20
区
：
伊
澤
忠
▽
東
21
区
：
北

川
浩

行
政
区
の
再
編
を
推
進
し
て
い
ま
す

市
で
は
住
民
自
治
組
織
で
あ
る
行
政
区
と
連
携
し
、
効

率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
行
政
区
間
の

規
模
の
格
差
是
正
や
行
政
区
の
運
営
力
の
向
上
を
目
的

に
行
政
区
の
再
編
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、
住

民
自
治
を
充
実
さ
せ
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
と
役
割
を
認
識
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
次
の
と
お
り
平
成
19
年
度
か
ら
江
戸
崎
地
区
と
桜
川

地
区
の
一
部
で
行
政
区
の
再
編
・
統
合
が
行
わ
れ
、
稲

敷
市
全
体
で
１
１
４
の
行
政
区
か
ら
99
の
行
政
区
に
な

り
ま
し
た
。今
後
も
地
域
づ
く
り
や
自
治
組
織
の
効
率

的
な
運
営
、
行
政
区
規
模
の
格
差
是
正
に
向
け
た
行
政

区
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
江
戸
崎
地
区

新
宿
・
浜　
➡　
浜
新
宿

本
宿
・
荒
宿　
➡　
本
宿
荒
宿

根
宿
・
切
通　
➡　
根
宿
切
通

佐
倉
北
部
・
佐
倉
南
部　
➡　
佐
倉

◎
桜
川
地
区

神
落
・
尾
島
・
東
前
原
・
前
原
・
小
舟
戸
・
原
口　
➡　

浮
島
東

和
田
・
柳
縄
一
・
柳
縄
二
・
仲
郷　
➡　
浮
島
中
央

前
浦
・
東
戸
崎
・
西
戸
崎
・
西
の
洲　
➡　
浮
島
西

平
成
19
年
度

区
長
名
簿（
敬
称
略
）

【
江
戸
崎
地
区
】

▽
門
前
第
１
：
杉
野
秀
之
助
▽

門
前
第
２
：
中
川
洋
一
▽
江
戸

崎
田
宿
：
中
村
眞
一
▽
新
山
：

川
𥔎
三
男
▽
戸
張
：
清
水
茂
▽

浜
新
宿
：
髙
田
賢
一
▽
本
宿
荒

宿
：
中
島
滉
▽
大
宿
：
宮
本
利

治
▽
天
王
：
川
尻
英
雄
▽
根
宿

切
通
：
石
川
和
男
▽
西
町
：
石

井
修
▽
犬
塚
本
郷
：
石
川
一
夫

▽
荒
野
：
中
澤
繁
▽
稲
波
：
平

田
敬
義
▽
小
角
：
川
辺
勲
▽
上

君
山
：
山
口
正
夫
▽
下
君
山
：

坂
本
登
▽
松
山
：
小
林
洋
▽
羽

賀
：
佐
熊
良
造
▽
村
田
：
戸
澤

隆
▽
沼
田
第
１
：
村
山
文
雄
▽

沼
田
第
２
：
森
野
孝
雄
▽
沼
田

台
：
前
田
信
行
▽
小
羽
賀
：
酒

井
幸
夫
▽
時
崎
：
木
野
内
清
▽

下
蒲
ケ
山
：
栗
山
修
一
▽
上
蒲

ケ
山
：
宮
本
正
貴
▽
月
出
里
：

宮
本
月
出
男
▽
花
指
：
馬
渕
照

区
長
は
地
域
の
要
望
を
と
り
ま
と
め
て
市
に
伝
え
た
り
、
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
市
民
の
皆
様
に
伝
え
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
と
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
び
、
平

成
19
年
度
の
正
副
区
長
が
決
ま
り
、
市
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
、課
長
級
以
上

【
市
長
公
室
】

▽
市
長
公
室
長
・
宇
佐
美
嘉
一

（
市
長
公
室
長
兼
秘
書
広
聴
課
長
）

▽
秘
書
広
聴
課
＝
課
長
・
櫻
井

郁
雄
（
生
活
環
境
課
長
補
佐
）
▽

企
画
課
＝
課
長
・
秋
本
隆
（
江

戸
崎
総
合
窓
口
課
長
）

【
総
務
部
】

▽
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
＝
課

長
・
木
村
稔
（
商
工
観
光
課
長
補

佐
）
▽
桜
川
総
合
窓
口
課
＝
課

長
・
高
田
泰
明（
水
道
局
桜
川
事

務
所
長
）
▽
東
総
合
窓
口
課
＝

課
長
・
大
嶋
順（
図
書
館
長
）

【
市
民
生
活
部
】

▽
部
長・岩
瀬
和
男（
教
育
次
長
）

▽
次
長
・
小
貫
吉
久（
桜
川
総
合

窓
口
課
長
）
▽
市
民
課
＝
課
長
・

森
川
春
樹（
議
会
事
務
局
長
補
佐
）

▽
税
務
課
（
収
納
対
策
室
）
＝
室

長
・
田
所
洋
一（
江
戸
崎
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
）▽
生
活
環
境
課
＝

課
長
・
内
埜
剛
久（
い
な
し
き
青

年
の
家
所
長
）

【
保
健
福
祉
部
】

▽
社
会
福
祉
課（
保
護
室
）＝
室

長
・
斉
藤
正
裕（
教
育
総
務
課
長

補
佐
）
▽
高
齢
福
祉
課
（
い
こ
い

の
プ
ラ
ザ
）＝
所
長・根
本
滋（
同

所
長
（
補
佐
級
））	

▽
江
戸
崎
第

一
保
育
所
＝
所
長
・
山
崎
健
一

（
東
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）▽
江
戸

崎
第
二
保
育
所
＝
所
長
・
寺
内

照
雄
（
江
戸
崎
第
一
保
育
所
長
）

▽
桜
川
保
育
所
＝
所
長
・
池
田

政
信（
生
涯
学
習
課
長
）

【
産
業
建
設
部
】

▽
次
長
・
久
保
木
善
信（
市
民
生

活
部
次
長
）
▽
建
設
課
＝
課
長
・

臼
田
正
男
（
都
市
計
画
課
長
）
▽

都
市
計
画
課
＝
課
長
・
卯
月
好

男（
生
活
環
境
課
長
）

【
教
育
員
会
】

▽
教
育
部
長
・
内
田
周
一
（
水

道
局
長
）
▽
教
育
総
務
課
＝
課

長
・
一
鍬
田
耕
寿
（
建
設
課
長
）

▽
学
校
教
育
課
＝
課
長
兼
新
利

根
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・
飯
塚

雅
江
（
管
財
課
長
補
佐
）
▽
江
戸

崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
所

長
・
坂
本
猛
（
下
水
道
課
長
補
佐

兼
整
備
係
長
）▽
ゆ
た
か
幼
稚
園

＝
園
長
・
坂
本
み
さ
を（
同
幼
稚

園
教
頭
）
▽
生
涯
学
習
課
＝
課

長
・
小
泉
薫
（
新
利
根
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
江
戸
崎

公
民
館
＝
館
長
・
内
田
和
雄（
企

画
課
長
補
佐
）▽
新
利
根
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
＝
所
長
・
菊

地
利
明
（
桜
川
公
民
館
）
▽
桜
川

公
民
館
＝
館
長
・
田
村
勇
夫（
江

戸
崎
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
図

書
館
＝
館
長
・
黒
田
保（
東
総
合

窓
口
課
長
）

【
水
道
局
】

▽
局
長
・
大
竹
克
己（
参
事
兼
企

画
課
長
）
▽
桜
川
事
務
所
＝
所

長
・
森
田
勝
男（
社
会
福
祉
課
保

護
室
長
補
佐
）

【
農
業
委
員
会
】

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
＝
局

長
・
寺
田
寛
志（
産
業
建
設
部
次

長
）

【
派
遣
】

稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
＝
事

務
局
長・高
城
太
一（
市
民
課
長
）

退
職

（
３
月
31
日
発
令
）

松
葉
俊
雄
（
江
戸
崎
公
民
館
参
事

兼
館
長
）、黒
田
利
仁（
農
業
委
員

会
事
務
局
長
）、高
田
賢
一（
社
会

福
祉
協
議
会
局
長
）、
吉
岡
か
つ

子
（
学
校
教
育
課
長
）
岩
瀬
よ
志

江（
東
総
合
窓
口
課
長
補
佐
）、
村

野
千
代
子
（
桜
川
保
育
所
調
理

員
）、
篠
原
幸
枝（
東
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
員
）、
高
橋
き
ぬ
子

（
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）、

菅
井
富
子
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

助
役
が
副
市
長
に

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

助
役
、
収
入
役
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
新
た
に
、
副
市
長
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、
４
月
１
日
よ
り
助
役
の
職

名
が
副
市
長
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
残
任
期
間
中
の
設
置
が

認
め
ら
れ
て
い
る
収
入
役
に
つ

い
て
は
、
現
収
入
役
が
引
続
き

任
期
ま
で
そ
の
職
を
務
め
ま
す
。

そ
の
後
は
、
会
計
事
務
を
つ
か

さ
ど
る
一
般
職
の
会
計
管
理
者

が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
副
市
長
・
大
貫
勇（
中
山
）

▽
収
入
役・根
本
忠
幸（
伊
佐
部
）

教
育
長
に

　
　
　
小
川
孝
氏

前
教
育
長
田
中
弘
一
氏
の
退
任

に
と
も
な
い
、
新
た
に
教
育
委

員
の
小
川
孝
氏
が
教
育
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

教育長　小川	孝
（椎塚）

平成19年度稲敷市人事

ン
タ
ー
用
務
員
）、
島
崎
淳（
市
民

生
活
部
長
）、
宮
本
国
男（
桜
川
保

育
所
長
）、
永
長
照
代（
新
利
根
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
菊
地
正

文
（
教
育
総
務
課
長
）
朝
比
富
士

雄
（
江
戸
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
参
事
）、

岩
崎
亨
子
（
児
童
福
祉
課
長
補

佐
）、
八
島
一
子（
桜
川
保
健
セ
ン

タ
ー
主
任
主
査
）、
根
本
と
く
子

（
江
戸
崎
公
民
館
主
査
）、
塚
本
愛

子
（
農
政
課
主
査
）、
瀧
川
美
恵

子（
江
戸
崎
第
一
保
育
所
保
育
士
）
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市民

トピックス

参
加
資
格

・
プ
ロ
、
ア
マ
、
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
。

・
稲
敷
市
、
茨
城
県
の
在

住
・
出
身
の
方
。ま
た
、稲

敷
、茨
城
が
好
き
な
方
。

・
市
民
、
県
民
を
笑
わ
せ

て
く
れ
る
方
。

※
笑
遊
の
郷
お
笑
い
バ
ト
ル
で

の
持
ち
時
間
は
３
分
程
度

応
募

方
法

①
氏
名
、②
年
齢
、③
住
所
、④

連
絡
先
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
ジ

ャ
ン
ル
を
明
記
（
様
式
な
し
）
し

た
、
審
査
用
デ
モ
テ
ー
プ
な
ど

を
事
務
局
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
①
〜
③
は
参
加
者
全
員
分
、
デ
モ

テ
ー
プ
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

締
切

５
月
25
日（
金
）必
着

応
募
先

笑
遊
の
郷
代
表　
鴻
野
忠　
宛

〒
３
０
０
︲
０
５
０
４
／
茨
城

お
笑
い
芸
人
求
む
！

　
笑
遊
の
郷
お
笑
い
バ
ト
ル
出
場
者
募
集
！

笑
い
と
遊
び
の
溢
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
に
活
動
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
笑
遊
の

郷
」（
代
表
：
鴻
野
忠
）で
は
、
11

月
に
開
催
さ
れ
る
「
お
笑
い
バ

ト
ル
決
勝
」
に
向
け
て
「
笑
遊

の
郷
お
笑
い
バ
ト
ル
」
を
開

催
！

　

そ
の
大
会
開
催
に
あ
た
り
、

参
加
者
を
大
募
集
し
ま
す
。

　
決
勝
で
の
優
勝
者
に
は
賞
金

10
万
円
と
、
副
賞
と
し
て
、
茨

城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
欽
督

よ
り
サ
プ
ラ
イ
ズ
あ
る
か
も
!?

　
な
お
、
予
備
予
選
は
、
一
般

の
方
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
客
席
30
名
）

有
料
広
告
ス
タ
ー
ト

　
広
告
を
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
規
格
：
縦
50
×
横
１
４
０
ピ

ク
セ
ル
、容
量
５
KB
以
下

申
込
方
法

商
工
観
光
課
で
、
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
掲
載
原

稿
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。５
月
１
日
（
水
）
か
ら
受

付
開
始
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
先
着
順
。

※
掲
載
枠
毎
月
10
枠
程
度
。

※
広
告
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
商
工
観
光
課
（
東
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０
（
内
線
５
２
０
９
）
／
HP	

http://w
w
w
.city.inashiki.

lg.jp/

市
で
は
、「
広
報
稲
敷
」と「
稲

敷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
有
料

広
告
を
掲
載
し
ま
す
。こ
の
有

料
広
告
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
市
の
財
源
確
保
な
ど
が
目

的
で
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
掲
載
を
希

望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

会
社
や
お
店
な
ど
の
広
告
を
掲

載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
要
項
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
告
料

広
報
紙

・
１
枠
（
縦
38
㎜
×
横
１
７
７

㎜
）
：
２
万
円

・
半
枠（
縦
38
㎜
×
横
85
㎜
）：

１
万
円

・
掲
載
場
所
：
記
事
の
最
下
段

・
規
格
：
４
色
刷
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
１
万
円（
１
か
月
間
）

・
種
類
：
バ
ナ
ー
広
告

・
掲
載
場
所
：
稲
敷
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

県
稲
敷
市
江
戸
崎
甲
２
７
２
４

番
地（
ア
サ
ヒ
書
店
内
）

笑
遊
の
郷

お
笑
い
バ
ト
ル
日
程

▽
日
時
：
６
月
３
日（
日
）午
後

１
時
〜
▽
会
場
：
笑
遊
館
／
稲

敷
市
江
戸
崎
甲
２
７
１
１
番
地

競
技
の
流
れ

・
書
類
審
査（
５
月
27
日（
日
）に

結
果
を
電
話
連
絡
）

・
笑
遊
の
郷
お
笑
い
バ
ト
ル
：

６
月
３
日（
日
）

・
お
笑
い
バ
ト
ル
予
選
：
７
月

１
日（
日
）

・
お
笑
い
バ
ト
ル
決
勝
：
11
月

※
日
程
未
定

主
催
：
笑
遊
の
郷
／
稲
敷
市

後
援
：
萩
本
企
画

●
笑
遊
の
郷
・
代
表
＝
鴻
野
忠

／E-m
ail　

w
arai@

city.
inashiki.ibaraki.jp

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
政
策
審

議
室
（
江
戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
４
０
５
）
HPhttp://w

w
w
.

city.inashiki.lg.jp/w
arai/

稲敷市 事業者

計
画
の
策
定
と

条
例
の
制
定

市
で
は
、
だ
れ
も
が
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
す
た
め
、
今
年
３

月
に
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、「
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

基
本
的
施
策

・
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定

・
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
措
置

・
市
民
お
よ
び
事
業
者
へ
の
支

援
・
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
教
育　
な
ど

　
今
後
は
、
こ
の
条
例
と
計
画

に
基
づ
い
て
、
市
民
の
皆
様
と

の
協
働
に
よ
り
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

県
女
性
海
外
派
遣
事
業

県
で
は
、「
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ

イ
ト
い
ば
ら
き
２
０
０
７
」
の

男女共同参画社会を目指して
推進条例を４月１日から施行

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。男
女

共
同
参
画
を
は
じ
め
、
環
境
、

福
祉
、
教
育
な
ど
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
海
外
で
研
修
し
ま
す
。

▽
研
修
先
：
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ド

イ
ツ　

▽
期
間
：
10
月
24
日

（
水
）
〜
11
月
１
日
（
木
）
※
事

前
・
事
後
研
修
有　

▽
参
加

費
：
26
万
円
程
度　
▽
応
募
資

格
：
30
歳
以
上
61
歳
未
満
で
、

日
本
国
籍
を
有
し
、
５
年
以
上

県
内
に
居
住
し
て
い
る
女
性

（
県
主
催
の
海
外
派
遣
事
業
の
経
験

者
、議
員
、公
務
員
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。年
齢
は
４
月
１
日
現
在
）　

▽
申
込
：
５
月
16
日（
水
）ま
で

に
秘
書
広
聴
課
へ
申
し
込
む
。

昨
年
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

２
０
０
６
参
加
者
の
感
想

貝
塚
祥
代
さ
ん（
浮
島
中
央
）

「
男
女
共
同
参
画
っ
て
何
？
」

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

国
内
で
の
研
修
や
、
海
外
で
の

視
察
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
貴
重

な
体
験
の
連
続
で
し
た
。

　
「
人
生
を
共
に
歩
ん
で
い
く
」

と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
。そ

し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先

住
民
族
で
あ
る
マ
オ
リ
族
の

「
子
供
た
ち
は
私
た
ち
の
一
番

価
値
の
あ
る
財
産
で
あ
る
。」

と
い
う
考
え
方
に
、
大
変
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
学

ぶ
べ
き
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

子
供
た
ち
が
幸
せ
に
な
れ
る
社

会
で
あ
る
よ
う
「
自
分
で
も
何

か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
３
）

責務

性別による権利侵害の禁止

基本的施策

男女共同参画社会の実現

男女共同参画審議会

基本理念

○男女の人権の尊重
○固定的性別役割分担等に基づく社会制度または
慣行の解消
○政策および方針決定過程への男女の共同参画
○家庭生活における活動と他の活動の両立
○国際社会の動向に対する留意

条例のしくみ
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茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合
通
信　

Vol.1

行
い
、
各
種
申
請
な
ど
の
窓
口

取
り
扱
い
は
、
現
在
と
同
様
に

市
町
村
が
行
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
の
医
療

保
険
が
変
わ
り
ま
す
！

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
新
た

な
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　
次
の
①
と
②
の
方
は
、
現
在

加
入
し
て
い
る
国
保
や
社
保

（
被
扶
養
者
を
含
む
）
を
脱
退
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
75
歳
以
上
の
方

②
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で

一
定
の
障
害
を
持
ち
広
域
連

合
長
が
認
め
た
方

※
年
齢
は
平
成
20
年
４
月
１
日

現
在

広
域
連
合
の
設
立

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す

る
事
務
を
広
域
に
わ
た
り
処
理

す
る
た
め
、
県
内
す
べ
て
の
市

町
村
で
組
織
す
る
「
茨
城
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
財
政
運
営
は
、
広
域
連
合
が

春
の
行
政
相
談
週
間

　
５
月
21
日
〜
27
日☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
１
６

５●
新
利
根
地
区
＝
池
田
信
正
☎

０
２
９
７
︲
８
７
︲
２
６
０
２

●
桜
川
地
区
＝
太
田
千
鶴
子
☎

０
２
９
︲
８
９
４
︲
２
１
０
５

●
東
地
区
＝
飯
出
芳
宏
☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
１
２
９
７

●
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課
☎
０
２
９
︲
２

２
１
︲
３
３
４
７
／
行
政
苦
情

１
１
０
番
（
相
談
専
用
電
話
）
☎

０
５
７
０
︲
０
９
０
１
１
０

５
月
21
日（
月
）か
ら
27
日（
日
）

ま
で
は
、
春
の
行
政
相
談
週
間

で
す
。毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

「
わ
か
り
づ
ら
い
道
路
案
内
標

識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」、「
新

し
い
住
宅
地
に
郵
便
ポ
ス
ト
を

設
置
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
困

っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
ん

な
時
は
行
政
相
談
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
員

●
江
戸
崎
地
区
＝
正
野
志
津
江

あ
な
た
の
加
入
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
不
安
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
を

希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
人

（
任
意
加
入
）

・
日
本
国
籍
で
海
外
に
住
ん
で

い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
・
日
本
国
内
に
住
む
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人

・
老
齢（
退
職
）年
金
を
受
け
ら

れ
る
60
歳
未
満
の
人

加
入
状
況
を

把
握
し
て
い
ま
す
か
？

就
職
や
退
職
、
結
婚
な
ど
人
生

国
民
年
金
３
つ
の
種
別

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
は
、

み
ん
な
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
、ご
存
知
で
し
た
か
？「
私

は
会
社
員
だ
か
ら
」
と
い
う
あ

な
た
も
「
専
業
主
婦
で
保
険
料

払
っ
て
い
な
い
し
」
と
い
う
あ

な
た
も
、
国
民
年
金
の
加
入
者

で
す
。

①
自
営
業
・
自
由
業
・
学
生
な

ど月
額
１
万
４
１
０
０
円
（
平
成

の
節
目
に
加
入
の
種
別
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。変

更
が
生
じ
る
と
届
け
出
が
必
要

で
す
。届
け
出
を
忘
れ
た
た
め

に
未
納
期
間
が
あ
る
と
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。不
安
な
人
は
、
問
い
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
・
照
会

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
：
年
金

被
保
険
者
＝
☎
０
５
７
０
︲
０

５
︲
１
１
６
５
／
年
金
受
給
者

＝
☎
０
５
７
０
︲
０
７
︲
１
１

６
５

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
６
９

●
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
☎
０
２
９
︲
３
０
９
︲

１
２
１
１
／
〒
３
１
１
︲
４
１

４
１
／
茨
城
県
水
戸
市
赤
塚
1

丁
目
1
番
地
ミ
オ
ス
ビ
ル
１
階

19
年
度
額
）
の
保
険
料
を

納
め
ま
す
。

②
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に

加
入
し
、
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
に
応
じ
た
保
険
料
を
引

か
れ
る
こ
と
で
、
国
民
年

金
に
も
同
時
に
加
入
し
て

い
ま
す
。

③
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で
に

　
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

有
）
に
は
減
免
制
度
も
あ
り
ま

す
。

※
今
年
度
か
ら
市
町
村
の
窓
口

で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
茨
城
県
稲
敷
県
税
事
務
所
収

税
課
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
６

１
１
２

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら

５
月
31
日
ま
で
に
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。ま
た
、
今
年
か
ら

は
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま

す
。身
体
障
害
者
の
方
（
要
件

介
護
予
防
教
室

　
「
か
ら
だ
が
よ
ろ
こ
ぶ
体
力
づ
く
り
」

意
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
６
月
23
日（
土
）午
前

10
時
〜
11
時
30
分　
▽
場
所
：

江
戸
崎
公
民
館　
▽
申
込
：
５

月
14
日（
月
）〜
６
月
15
日（
金
）

ま
で
に
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
へ
電

話
で
申
し
込
む
。※
送
迎
を
希

望
す
る
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
☎

０
２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

市
は
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し

ま
す
。講
師
に
健
康
運
動
指
導

士
の
岡
村
聖
子
氏
を
迎
え
、
講

演
「
う
れ
し
い
・
楽
し
い
・
気

持
ち
が
い
い　
〜
か
ら
だ
が
よ

ろ
こ
ぶ
体
力
づ
く
り
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
膝
・
腰

痛
予
防
体
操
な
ど
の
実
技
も
行

い
ま
す
。参
加
料
は
無
料
で
す
。

※
当
日
は
、
体
操
の
で
き
る
服

装
で
、
水
分
、
タ
オ
ル
を
ご
用

康
な
方
。お
お
む
ね
55
歳
ま
で
。

▽
賃
金
：
市
の
規
定
に
よ
る

（
交
通
費
有
）　

▽
申
込
：
５
月

25
日（
金
）ま
で
に
、
児
童
福
祉

課
へ
臨
時
職
員
履
歴
書
（
児
童

福
祉
課
に
有
）を
提
出
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７
／
稲
敷
市
柴
崎

７
４
２
７
番
地

窓
口
延
長
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

　
江
戸
崎
庁
舎
で
木
曜
日
午
後
８
時
ま
で

③
外
人
登
録
証
明
書
の
交
付

④
印
鑑
登
録
・
印
鑑
証
明
書

※
税
、
福
祉
、
保
険
関
係
の
受

付
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
稲
敷
市
江
戸
崎
総
合
窓
口
課

（
江
戸
崎
庁
舎
）☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０（
内
線
２
１
０
８
）

江
戸
崎
庁
舎
総
合
窓
口
課
で
は
、

毎
週
木
曜
日
午
後
８
時
ま
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
祝
日
除

く
）

受
付
業
務

①
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書

②
住
民
票
の
写
し
の
交
付

後期高齢者 稲敷市保険課
（総合窓口課）

後期高齢者医療
広域連合

被保険者 申請の窓口 財政運営

事務処理の流れ

児
童
ク
ラ
ブ

　
指
導
員
募
集

に
お
預
か
り
し
、
小
学
校
低
学

年
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
場

と
な
り
ま
す
。

▽
募
集
：
３
名　
▽
勤
務
：
月

曜
か
ら
金
曜
の
週
２
〜
４
日
程

度
（
祝
日
を
除
く
）、
平
日
＝
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
６
時
15
分

／
学
校
休
業
日
＝
午
前
８
時
〜

午
後
６
時
15
分
の
間
の
５
時
間

程
度　
▽
資
格
：
子
ど
も
が
好

き
で
子
育
て
に
情
熱
が
あ
る
健

子
ど
も
た
ち
の
日
常
の
指
導
を

す
る
、
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
仕
事

な
ど
で
保
護
者
が
い
な
い
家
庭

の
小
学
校
低
学
年
の
お
子
さ
ん

を
放
課
後
や
学
校
が
休
み
の
日
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●
稲
敷
市
児
童
福

祉
課
（
新
利
根
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
３
４
０

０
）

児
童
手
当
制
度
が
拡
充

　
３
歳
ま
で
月
額
１
万
円
支
給

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
養
育
者

に
対
す
る
児
童
手
当
の
額
を
、

第
１
子
、
第
２
子
に
つ
い
て
倍

増
し
、一
律
１
万
円
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
３
歳
児
以
上
の
児
童

手
当
の
額
、
支
給
対
象
年
齢
、

所
得
制
限
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
４
月
か
ら
、
３
歳
未
満

の
児
童
手
当
は
、
一
律
月
額
１

万
円
と
な
り
ま
す
が
、
３
歳
到

達
後
の
翌
月
か
ら
は
、
第
１
子

と
第
２
子
の
手
当
額
は
５
千
円

と
な
り
ま
す
。

手
続
き
方
法

今
回
の
改
正
で
は
、
手
続
き
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

憲
法
週
間

　
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

週
間
に
当
た
り
、
身
近
で
起
こ

る
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て
一
人

ひ
と
り
が
考
え
、
人
権
尊
重
の

意
識
を
高
め
、
豊
か
な
人
間
関

係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
と
き

は
、
最
寄
の
法
務
局
の
人
権
相

談
所
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中

心
と
し
た
５
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
を
憲
法
週
間
と
し
、
関
係

機
関
で
は
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
日
本

国
憲
法
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で

あ
り
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
が
実
現
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。憲
法

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

　
総
合
見
直
し
を
行
い
ま
す

20
年
度
に
行
い
、
市
と
し
て
統

一
し
た
農
振
計
画
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
届
け
出
を

農
振
計
画
の
基
礎
調
査
の
期
間

中
は
、
農
振
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
な
ど
が
行
え
ま
せ
ん
。

農
振
農
用
地
区
域
以
外
に
土
地

が
無
く
、
や
む
を
得
ず
農
振
農

農
振
計
画
の
策
定

現
在
、
市
内
の
優
良
農
用
地
の

確
保
は
、
旧
４
町
村
の
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。こ
の
計
画
は
約
５
年

ご
と
に
基
礎
調
査
を
行
い
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
基
礎
調
査
を
平
成
19
〜

権
意
識

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

し
よ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う

・
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

人
権
意
識
を
育
て
よ
う

●
水
戸
地
方
法
務
局
・
茨
城
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

●
稲
敷
市
人
権
同
和
対
策
室（
新	

利
根
庁
舎
）☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
３
０
０
）

用
地
で
事
業
を
行
う
予
定
の
方

は
、
５
月
末
日
ま
で
に
農
政
課

へ
申
出
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

ご
注
意

申
し
出
を
さ
れ
て
も
、
農
振
除

外
要
件
を
満
た
し
た
う
え
で
農

地
法
等
の
他
法
令
の
許
可
見
込

み
が
な
い
と
除
外
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
稲
敷
市
農
政
課
農
政
企
画
係

（
東
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
３
８
５

informationくらしと情報

第
６
回
ホ
ス
ピ
タ
ル

こ
こ
ろ
の
講
演
会
開
催

▽
開
催
日
：
５
月
12
日（
土
）午

後
２
時
〜（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

※
入
場
無
料

○
第
一
部

▽
講
師
：
阿あ

部べ

信し
ん

幾き

先
生
（
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
西
福
寺
住
職
）

▽
演
題
：「
す
べ
て
は
心
か
ら
」

○
第
二
部

▽
講
師
：
青あ
お

木き

新し
ん

門も
ん

先
生
（
作

家・詩
人
。代
表
作「
納
棺
夫
日
記
」）

▽
演
題
：
「
い
の
ち
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
」

講
演
会
参
加
を
ご
希
望
の
方
は

５
月
11
日（
金
）ま
で
に
左
記
あ

て
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
「
ホ

ス
ピ
タ
ル
こ
こ
ろ
の
講
演
会
事

務
局
」
☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲

３
３
２
２

茨
城
い
の
ち
の
電
話

リ
レ
ー
第
４
回
講
座

２
０
０
７
年
度「
電
話
相
談
員
」

募
集
に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
「
い
の
ち
の
電
話
」
の

活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

応
募
し
て
い
た
だ
く
た
め
公
開

に
よ
る
「
リ
レ
ー
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

稲
敷
盆
栽
会

春
季
展
示
会
開
催

盆
栽
・
小
品
盆
栽
・
山
野
草
な

ど
約
30
席
を
展
示
し
ま
す
。な

お
、
盆
栽
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
併
設
し
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
会
員
の
募
集
も

し
て
い
ま
す
。

▽
期
日
：
６
月
１
日（
金
）〜
３

日（
日
）　
▽
会
場
：
江
戸
崎
研

修
セ
ン
タ
ー

●
稲
敷
盆
栽
会
会
長
・
今
田
和

大
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
１
１

２
９陸

上
自
衛
隊
夜
間
徒
歩

行
進
訓
練
の
実
施

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
で
は
、

夜
間
徒
歩
行
進
訓
練
（
隊
員
約

90
名
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

▽
期
日
：
６
月
２
日（
土
）〜
３

日
（
日
）　

▽
経
路
：
稲
敷
市

和
田
公
園
〜
県
道
２
０
６
号
線

〜
国
道
１
２
５
号
線
〜
県
道
１

２
０
号
線
〜
国
道
１
２
５
号
線

〜
武
器
学
校

●
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
広
報

班
☎
０
２
９
︲
８
８
７
︲
１
１

７
１（
内
２
２
６
／
２
２
７
）

名称 相談内容 相談員 所在地・電話番号 方法・受付

教育相談 いじめ、不登校、友人関係など児
童生徒に関する教育相談全般 市教育相談員 市教育相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-0121（直通）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後5時

スクールカウ
ンセリング

上記と同様な内容
※江戸崎中・新利根中以外の方も利用可
（市内小中学校に限る）。全て予約制のため
事前にお問い合わせください。

臨床心理に関し
専門的な知識・
経験を有したカ
ウンセラー

江戸崎中学校相談室
tel.029-892-3780（直通）

面接（予約）：火
午前9時〜午後5時

新利根中学校相談室
tel.0297-87-5033（直通）

面接（予約）：木
午前9時〜午後5時

家庭児童相談 養護、虐待、非行、育成、心身障害な
ど、乳幼児から児童に関する相談 市家庭相談員 市家庭児童相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-3247（内線3911）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後4時

▪ひとりで抱え込まないで!! いじめ・教育・児童福祉などの悩みにお応えします

▽子どもホットライン tel.029-221-8181（24時間受付　※午前零時〜9時は留守番電話）fax.029-302-2166　http://www.
edu.pref.ibaraki.jp/kodomo/top.htm　▽子どもの教育相談（面接・電話）茨城県教育研修センター内（笠間市平町1410）
tel.0296-78-2333（月・火・木・午前9時〜午後6時30分、水・金・午前9時〜午後4時30分）　▽生徒指導相談（面接・電話）県南教
育事務所内（土浦市真鍋5-17-26）tel.029-823-6770（火・木・金・午前9時〜午後6時30分、月・水・午前9時〜午後4時30分）　　
▽児童相談（面接・電話・訪問）茨城県土浦児童相談所（土浦市中高津2-10-50）tel.029-821-4595（月〜金・午前8時30分〜午後5
時15分）　▽人権相談（面接・電話）水戸地方法務局竜ケ崎支局（竜ヶ崎市2985）tel.0297-64-2607（月〜金・午前8時30分〜午
後5時）　▽茨城いのちの電話 tel.029-855-1000（毎日：24時間）・029-255-1000（毎日：午後1時〜8時）

▽
内
容
：
「
よ
く
生
き　
よ
く

笑
い　
よ
き
死
と
出
会
う
〜
か

け
が
え
の
な
い
人
生
と
の
出
会

い
〜
」　

▽
日
時
：
６
月
２
日（
土
）午
後

２
時
〜
４
時

▽
場
所
：
つ
く
ば
国
際
会
議
場

中
ホ
ー
ル（
つ
く
ば
市
）

▽
定
員
：
２
０
０
名
※
ど
な
た

で
も
受
講
で
き
ま
す
が
「
い
の

ち
の
電
話
相
談
員
を
希
望
す
る

方
は
な
る
べ
く
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
参
加
費
：
５
０
０
円

▽
申
込
方
法
：
ハ
ガ
キ
、
電
話
、

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
・

氏
名
を
明
記
の
上
「
リ
レ
ー
講

座
第
４
回
希
望
」
と
書
き
、
５

月
26
日（
土
）ま
で
に
事
務
局
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着

順
）

●
社
会
福
祉
法
人
茨
城
い
の
ち

の
電
話
☎
fax
０
２
９
︲
８
５
２

︲
８
５
０
５
／
〒
３
０
５
︲
８

６
９
１
／
筑
波
学
園
郵
便
局
私

書
箱
60
号

4月からの児童手当額

 0〜3歳未満 3歳〜

第1子 10,000円 5,000円

第2子 10,000円 5,000円

第3子以降 10,000円 10,000円
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稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜
	 日曜＝午前9時〜
囲碁教室	 月曜	午後１時〜
カラオケ教室	 火・土曜	午後１時30分〜
太極拳教室	 5月9日（水）	午後1時30分〜
梅さんの落語会	 5月11日（金）	午前10時30分〜
生花教室	 5月17日（木）	午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 5月18日（金）	午後2時〜
手話愛好会	 5月18日（金）	午後7時〜
絵手紙教室	 5月23日（水）	午後1時30分〜
茶道教室	 5月24日（木）	午後1時30分〜
料理教室	 5月28日（月）	午前10時〜
リハビリ体操教室	 5月28日（月）	午後１時〜

▪休日診療当番医　診療時間：午前9時から午後4時まで
5月3日（木）	 いなしきクリニック(蒲ケ山)tel.029-892-3372
	 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
	 細井クリニック（龍ケ崎）tel.0297-66-2000
	 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
5月4日（金）	 坂本医院（桑山）tel.029-892-2232
	 かない皮フ科（阿見）tel.029-888-8188
	 兼子内科循環器科（龍ケ崎）tel.0297-64-3105
	 いしかわクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0378
5月5日（土）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
	 池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
	 みやおか外科整形外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
5月6日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 印南クリニック（阿見）tel.029-834-2222
	 山村医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0555
	 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
5月13日（日）	宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 さかえ医院（阿見）tel.029-888-2662
	 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
	 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
5月20日（日）	坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
	 河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
	 山本医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3348
	 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
5月27日（日）	古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 森脇整形外科（阿見）tel.029-843-7888
	 福岡小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3245
	 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
※都合により変更になる場合がありますので、確認してから
お出かけください。

informationくらしと情報 informationくらしと情報

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日・祝日は行っていませんの
でご注意ください。
曜日 診療時間 医療機関名
月	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
火	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
水	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
木	 午後６時〜９時	 龍ケ崎済生会病院③
金	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
日	 午前９時〜正午	 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃	 正午〜午後３時	 龍ケ崎済生会病院③
①tel.029-873-3111　②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

納期限5月31日（木）
軽自動車税：全期

犬猫引取 5月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場
所：江戸崎庁舎第2駐車場奥
／日時：５月10日（木）、24日
（木）、午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

発生件数：31（68）
	負傷者：36（82）
　　死者：0（0）
※3月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：48,512人（-130）
　　男：24,006人（-71）
　　女：24,506人（-59）
世帯数：14,855戸（-22）
※４月1日現在。（	）は前月比

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日  相談種類 会場
5月10日（木）	 　	 　　	 ふれあいセンター
5月15日（火）	 　　	 　	 江戸崎庁舎
5月16日（水）	 　　	 　	 東庁舎
5月17日（木）	 　	 　　	 江戸崎公民館
5月24日（木）	 　	 	 桜川庁舎
5月31日（木）	 　	 	 東庁舎
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。5月7日（月）・午前8時30分から
受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）
　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）
　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪交通事故相談
日時：６月20日（水）・午前10時〜午後3時（正午〜午後1時を除く）
／会場：茨城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：５	月17日（木）31日（木）・午前10時〜午後4時／場所：各
公民館・生涯学習センターほか／申込：要予約（会場含め）
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）
▪子育てカレンダー　活動時間：午前10時〜 11時30分
□子育て支援センター :新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
5月1日（火）	 はじめまして会	 	 	 定員なし
5月8日（火）	 あかちゃん広場（0歳）	 	 定員15組
5月10日（木）	 りすちゃん広場（1歳〜1歳半）	 定員15組
5月15日（火）	 えほんの広場（2歳）	 	 定員15組
5月17日（木）	 うさちゃん広場（1歳半〜２歳半）	 定員15組
5月22日（火）	 くまちゃん広場（２歳半〜）	 定員15組
5月24日（木）	 サロンの日	 	 	 定員なし
5月29日（火）	 乳幼児栄養講座（0歳〜）	 	 定員20組
5月31日（木）	 森林公園で遊ぼう（現地集合雨天中止）	 定員なし
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
5月1日（火）	 はじめまして会	 	 	 定員なし
5月9日（水）	 子育て広場	 	 	 定員なし
5月16日（水）	 子育て広場	 	 	 定員なし
5月23日（水）	 子育て広場	 	 	 定員なし
5月29日（火）	 乳幼児栄養講座（0歳〜）	 	 定員20組
5月30日（水）	 えほんの広場（2歳）	 	 定員15組
5月31日（木）	 森林公園で遊ぼう（現地集合雨天中止）	 定員なし
▪園庭解放　活動時間：午前10時〜 12時 
保護者同伴の子どもたちに、保育所のお庭を解放します。	
▷江戸崎第２保育所	 第１・３火曜日
▷桜川保育所	 	 毎週水曜日
※この活動は、ご家庭で子育て中のお母さん方に気兼ねなく遊び
に来ていただき、入所している子ども達の様子を見ながら自分の
お子さんを遊ばせていただく場の提供です。入所している子ども
達と関わったり、集団生活の様子を見ていただくことにより、お
母さん方、お子さんとも生活の場を広げ、また、視野を広げ、子育
てに役立ててください。気軽お越しください。また、保育士にも気
軽に言葉をおかけください。お待ちしています。



広報稲敷平成19年5月号　1819　広報稲敷平成19年5月号

5

分
に
味
わ
い
ま
し
た
。

4
小
・
中
学
校
で
入
学
式

市
内
16
の
小
学
校
で
４
月
６
日
、
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。根
本
小
学
校
の

入
学
式（
写
真
4a
）で
は
、
新
１
年
生
16

人
が
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。ま
た
、
市
内
４
つ
の
中
学
校
で

入
学
式
が
４
月
９
日
に
行
わ
れ
、
桜
川

中
学
校
で
は
、
新
入
生
69
人
が
真
新
し

い
制
服
に
身
を
包
ん
で
式
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。（
写
真
4b
）

5
米
農
家
表
彰

お
米
の
品
質
向
上
や
安
定
生
産
な
ど
に

取
り
組
む
優
良
農
家
を
表
彰
す
る
「
茨

城
県
稲
作
・
そ
ば
共
進
会
」
の
表
彰
式

が
水
戸
市
で
行
わ
れ
、
あ
ず
ま
有
機
米

研
究
会
の
坂
本
秀
樹
さ
ん（
八
筋
川
・
写

真
５
左
）
が
２
年
連
続
で
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。ま
た
、
木
内
貫
太
郎
さ

ん（
押
砂
・
写
真
５
中
）が
優
良
賞
に
、奨

励
賞
に
石
田
隆
さ
ん
（
境
島
・
写
真
右
）

ほ
か
３
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

6
善
意
の
寄
贈

常
陽
銀
行
か
ら
、
市
内
の
新
１
年
生
全

員
へ
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
写
真
6a
）
ま
た
、
JA
稲
敷
か
ら
市
内
の

新
１
年
生
全
員
へ
学
童
帽
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
写
真
6b
）

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
3-4月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

1
人
権
問
題
講
演
会

人
権
問
題
講
演
会
が
３
月
５
日
、
江
戸

崎
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
教
育
関
係
者

な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
は
「
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村

だ
っ
た
ら
」
の
著
者
、
池
田
香
代
子
氏

が
講
師
と
な
り
、
人
権
と
戦
争
に
関
す

る
内
容
で
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
和
や
人
権
の
大
切
さ
つ
い
て
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。

2
星
空
観
望
会

歴
史
民
俗
資
料
館
で
３
月
23
日
、
星
空

観
望
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
観
望

会
は
、
桜
川
天
文
愛
好
会
の
協
力
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。当
日
は
観
察

に
絶
好
の
空
と
な
り
、
21
人
の
参
加
者

は
土
星
と
月
を
天
体
望
遠
鏡
で
観
察
し
、

神
秘
的
な
夜
空
を
楽
し
み
ま
し
た
。

3
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

江
戸
崎
公
民
館
で
「
ま
だ
ま
だ
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
！
」
と
題
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
３
月
27
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
テ
レ
ビ
で
も
お

な
じ
み
の
青
島
広
志
さ
ん
が
登
場
。軽

妙
な
話
術
や
ピ
ア
ノ
演
奏
に
寸
劇
を
織

り
交
ぜ
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽

し
め
る
内
容
で
、
観
覧
し
た
市
民
約
６

０
０
人
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
を
存

1

3

2

6a

6b

4a4b
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（有）福本菓子店
電話：029-892-2609
住所：稲敷市江戸崎甲3011番地（浜
町通り）
営業：午前9時〜午後７時30分
定休：毎週日曜日

今
月
は
、
学
校
給
食
の
パ
ン
で

お
な
じ
み
「
福
本
菓
子
店
」（
浜

新
宿
）に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

お
店
紹
介

お
店
の
創
業
は
昭
和
初
期
。和

菓
子
職
人
だ
っ
た
曾
お
じ
い
さ

ん
が
お
饅
頭
屋
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。お
じ
い
さ
ん
の
代
に
洋
菓

子
と
パ
ン
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
給
食
の
パ
ン
は
、
戦
後
の
完

全
給
食
が
始
ま
る
時
に
、
製
造

業
者
に
選
ば
れ
、
現
在
は
市
内

全
部
の
小
中
学
校
へ
パ
ン
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
パ
ン
を
つ
く
っ
て
い

る
の
は
、
３
代
目
の
福
本
恒
夫

さ
ん
（
56
）
と
４
代
目
の
孝
博

さ
ん（
31
）の
お
二
人
。

プレゼント
福本菓子店から読者の方5名に「デ
コレーションケーキ（7号・直径21 

cm）」をプレゼント！

▽応募方法：はがきに必要事項（①
今月のお題「広報稲敷で取り上げて
欲しい、新企画！」②郵便番号、③住
所、④氏名、⑤年齢、⑥電話番号）を
書いてご応募ください。▽応募先：
〒300-0595 ／広報稲敷「うまいも
んプレゼント⑤」係▽締切：5月18
日（金）消印有効。▽注意：応募は一
人1通／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
22
回

ケーキはふんわりと軽い食感が特徴。パンはしっかりとした濃い味が自慢です。

デコレーションケーキは、好きなイラ
ストを描いてもらえます。

お
勧
め
商
品
は
？

お
勧
め
は
ズ
バ
リ
「
食
パ
ン
」

で
す
。濃
厚
な
味
と
モ
チ
モ
チ

し
た
食
感
が
評
判
で
す
。ジ
ャ

ム
な
ど
を
つ
け
な
く
て
も
、
パ

ン
本
来
の
風
味
で
美
味
し
く
召

し
上
が
れ
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
お
勧
め
は
、
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
。福
本

の
ケ
ー
キ
は
、
軽
い
食
感
が
特

徴
。恒
夫
さ
ん
曰
く
、「
食
事
の

後
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
つ
く
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。ま
た
、
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
は
お
客
さ
ん
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
、
好
き

な
イ
ラ
ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

描
い
て
も
ら
え
ま
す
よ
。

皆さまのご来店を、心よりお待ちして
おります。

第13回　正
まさ
野
の
豪
ひで お
勇さん

プロフィール
装蹄師。山形県出身。64歳。
叔父の正野稔氏のもとで15
年師事。昭和47年JRA 装蹄
競技大会優勝。翌48年独立
開業。昭和51年全国装蹄競
技大会優勝。JRA 優秀装蹄
師賞受賞7回。G1レース優
勝回数26回。
●正野豪勇装蹄所／茨城県稲
敷市江戸崎乙137番地4 ／
tel.029-892-0353

今月は、競走馬の蹄
ひづめ
を整え蹄

てい
鉄
てつ
をつ

ける技術者、装
そう
蹄
てい
師
し
の正野豪勇さん

（天王）です。

装蹄師になったきっかけは？
この仕事をするきっかけは、当時第
一線で活躍していた叔父からの、ア
プローチにより、私も前から興味も
あった事もあり、男らしい仕事に魅
力を感じ装蹄師という仕事を選びま
した。

装蹄師のお仕事
装蹄師の仕事で一番難しいのは、「削
蹄」。つまり蹄を削る事です。

　弟子入りしてこれを任せてもらう
までには最低10年はかかり、削る
蹄の厚さが、紙一枚分でも間違えば
競走馬の命ともいえる脚の状態がさ
らに大変なことになりますので、当
然全神経を使います。
　装蹄の目的は蹄の保護と脚の治療
すなわち、装蹄師は脚部故障を治し
ていく事なのです。
　今わたしは、二人の息子達と一緒
にこの装蹄の仕事をしています。危
険でつらく厳しい仕事ですが、彼ら
は自分からこの仕事を選んでくれま
した。若駒に多く起こる屈腱炎や冬
場の裂蹄など、多くの疾病が完治し

て、颯爽とその勇姿をレースで発揮
した時の喜びはひときわ大きなもの
があります。それを彼らもまた、わ
たしと同じ喜びを味わってくれると
信じて頑張っております。

今後の目標は？
「無事此れ名馬なり」の如く、丈夫で
強い馬づくりを今後も目指し、一頭
でも多く、競馬場の美しいターフの
上を走らせてあげたいと願って日々
努力しております。その中でG1レ
ースで優勝する馬が現れれば最高で
すね。
取材協力：池上厩舎

稲 敷 で 生 き る 人 々

なんと、食パンを一度に 80本も焼け
る大きなオーブン。



広報稲敷平成19年5月号　2223　広報稲敷平成19年5月号

	 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111

保健センター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。
6月1日（金）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 桜川保健センター	 要予約
6月28日（木）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター	 要予約
6月28日（木）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター	 要予約

乳幼児予防接種
申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。6月実施分は5月21日（月）から受け付け。
6月5日（火）	 ポリオ	 午後1時10分〜1時40分	 江戸崎保健センター	 要予約
6月7日（木）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約
6月19日（火）	 三種混合	 午後1時10分〜1時40分	 江戸崎保健センター	 要予約
6月29日（金）	 ポリオ	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約

離乳食相談・住民健康相談
内容：保健師、栄養士が、赤ちゃんの離乳食や健康の相談にお答えします。／申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込
む
6月20日（水）	 午前10時〜11時	 江戸崎保健センター

健診予約
予約期間にふれあいセンターへ申し込みください。受付時間：午前8時30分〜午後5時15分／詳しくは「保健行事予定
表」（3月配布済み）をご覧ください
予約：6月4日（月）〜6日（水）	 実施：7月9日（月）、10日（火）、11日（水）	 総合健診	 東保健センター
予約：6月13日（水）〜15日（金）	 実施：7月17日（火）、18日（水）、19日（木）	 総合健診	 桜川保健センター
予約：6月26日（火）〜28日（木）	 実施：8月3日（金）、4日（土）、5日（日）	 総合健診	 江戸崎保健センター

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力お願いします。
6月26日（火）	 献血	 午前10時〜午後3時30分	 江戸崎ショッピングセンターパンプ

要事項を記入し保険料を添えて申し込
みください。（電話申込可）
※内容により、時間・場所が変更にな
る場合があります。

　　　メタボリックシンドローム
　　　　　予防教室、4地区で開催スタート！

みなさんは、大丈夫？
最近よく耳にするメタボリックシンド
ローム（内臓脂肪症候群）。みなさんは、

生活習慣を見直す機会に
自分の健康状態を知ることにより、悪
い生活習慣を改善するきっかけになり
ます。健診の結果を生活改善に生かし
ましょう。

検診を受けるには？
市では、5月から各種集団検診が始ま

　　　健診を受けましょう
　　　　　健診は、なぜ必要なの？

病気の早期発見のために
健診は、自分の健康状態をチェックし、
自覚症状がないうちに病気を早期発見
できる良い機会です。「自分は、健康だ
から」と思っているうちに生活習慣病
などの病気が進行している場合もあり
ます。

ります。
　詳細は、3月にご家庭に配布した、
「保健行事予定表」をご覧ください。

江戸崎会場
日程：6月13日（水）〜1月16日（水）
時間：午後2時〜3時30分
場所：江戸崎保健センター
1	 6月13日（水）	 保健師講話
2	 7月11日（水）	 栄養講話
3	 8月8日（水）	 運動講話と実技
4	 9月19日（水）	 医師講話
5	 10月3日（水）	 調理実習
6	 11月14日（水）	 運動講話と実技
7	 12月12日（水）	 栄養個別相談
8	 1月16日（水）	 おやつ作り・まとめ

新利根会場
日程：6月6日（水）〜1月9日（水）
時間：午後2時〜3時30分
場所：ふれあいセンター
1	 6月6日（水）	 保健師講話
2	 7月4日（水）	 栄養講話
3	 8月1日（水）	 運動講話と実技
4	 9月19日（水）	 医師講話
5	 10月3日（水）	 調理実習
6	 11月7日（水）	 運動講話と実技
7	 12月5日（水）	 栄養個別相談
8	 1月9日（水）	 おやつ作り・まとめ

桜川会場
日程：6月27日（水）〜1月30日（水）
時間：午後2時〜3時30分
場所：桜川保健センター
1	 6月27日（水）	 保健師講話
2	 7月25日（水）	 栄養講話
3	 8月29日（水）	 運動講話と実技
4	 9月5日（水）	 医師講話
5	 10月24日（水）	 調理実習
6	 11月20日（火）	 運動講話と実技
7	 12月19日（水）	 栄養個別相談
8	 1月30日（水）	 おやつ作り・まとめ

東会場
日程：6月20日（水）〜1月22日（水）
時間：午後2時〜3時30分
場所：東保健センター
1	 6月20日（水）	 保健師講話
2	 7月18日（水）	 栄養講話
3	 8月22日（水）	 運動講話と実技
4	 9月5日（水）	 調理実習
5	 10月24日（水）	 医師講話
6	 11月22日（木）	 運動講話と実技
7	 12月13日（木）	 栄養個別相談
8	 1月22日（火）	 おやつ作り・まとめ

大丈夫ですか？
　腹囲が男性85cm
以上、女性90cm以
上の方、検診で、血
糖値・血圧・脂肪値
など「ちょっと高め」
だった方や「太りぎ
み」だった方は要注
意です！
　メタボリックシン
ドロームについて、
きちんと理解し、食
事や運動など生活習
慣の改善に取り組ん
でみませんか？

申込
6月1日（金）までに、
ふれあいセンター
で、申込み用紙に必
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生涯学習

スポーツ少年団団員募集

稲敷市スポーツ少年団では、団員を募
集します。スポーツ少年団に入って、
一緒にスポーツを楽しむ仲間をつく
り、心身を鍛えてみませんか。
　所属団体の練習日、練習場所などの
詳細については、小学校を通じて、児
童にチラシを配布しますので、ご覧く
ださい。
　なお、団体登録については、生涯学
習課までお問い合わせください。
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利
根庁舎）tel.0297-87-3439

大会が、3月17日、18日の2日間、
江戸崎体育館で行われました。
　大会へは男子16チーム、女子8チ
ームの約400人が参加。
　熱戦を繰り広げ、爽やかな汗を流し
ていました。
大会結果
▽男子の部：優勝＝NOMO'S 、準優勝
＝ OPSH 、3 位 ＝ デ・ ニ ー ロ、
NEXTER　 ▽ 女 子 の 部： 優 勝 ＝
HI-PRESSURES 、準優勝＝.moco 、
3位＝レッドビーンズ、Monkey's

●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー 5月

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
   1	 2 3	 4	 5
	 6	 7	 8	 9	 10	 11	 12
	 13	 14	 15	 16	 17	 18	 19
	 20	 21	 22	 23	 24	 25	 26
	 27	 28 29	 30 31  
江戸崎図書室休室
毎週月曜日、5月1日（火）、3日
（木）〜5日（土）、29日（火）休室
新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日、5月1日（火）、3日
（木）〜5日（土）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

江戸崎図書室

新着図書
「夜の橋」藤沢周平、「どん底」そのまん
ま東、「はじめての文学　宮本輝」、「赤
朽葉家の伝説」桜庭一樹、「鈍感力」渡
辺淳一、「右大臣道真の怨霊」小西聖一、
「ティーン・アイドル」メグ・ギャボッ
ト、「定年後のただならぬオジサン」足
立紀尚、「神戸大学院生リンチ殺人事
件」黒木昭雄、「ランランらくご」斉藤
洋、「てんぐちゃんのおまつり」もりや
まみやこ

と考えている人たちにぴったりなダイ
エットの本を集めました。
　今年の夏こそ、理想のカラダを手に
入れよう！

子ども映画会
▽題名：「ヘンゼルとグレーテル（アニ
メ）　▽日時：5月12日（土）、13日（日）
午後2時〜（上映時間50分）▽申込：当
日、図書館カウンターへ申し込む　▽
定員70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
▽日時：5月27日（日）午前10時30
分〜

新着図書
「十日えびす」宇江佐真理、「まほろば
の国で」さだまさし、「風は山河より（第
5巻）」宮城谷昌光、「おとなの進路教
室」山田ズーニー　ほか

市立図書館

「子ども読書週間」5月12日まで
「子どもの読書週間」は、子どもたちに
よい本やよい雑誌に親しむことをすす
め、読書の楽しみや喜びを知らせ、正
しい読書の習慣を身につけさせる好機
です。
　そして、同時に大人にとっては、こ
どもの読書がいかに大切なことか、よ
い本や雑誌を与えるためにはどういう
努力をしたらよいか、ということにつ
いて考える機会でもあるといえます。
　図書館では絵本コーナーで「こども
たちにすすめたい絵本」の展示を行い
ます。どうぞご利用ください。

5月の展示
「さよなら脂肪、ようこそ理想のカラダ｣
今年ももうすぐ薄着の季節。そして､
二の腕や足、お腹についた脂肪が気に
なってくる季節でもあります。そこで
｢夏までにスリムな体型になりたい｣

新着図書（図書館）
「おねだり女房」
宮本昌孝、「月島
慕情」浅田次郎、
「千年樹」荻原浩、
「八日目の蝉」角
田光代
※写真左から

クラブバスケ大会

第2回稲敷市クラブバスケットボール

に配置していた職員を廃止し、この管
理を江戸崎公民館で一括しておこなう
ことにしました。

　各コミュニティ
センターをご利用
される場合は、江
戸崎公民館へお申
し込みください。

利用方法
①江戸崎公民館
へ、ご利用の５日
前までに電話で予
約を入れる。

　　　コミセンの利用申込は
　　　　　江戸崎公民館へ

4月から、機構改革による合理化のた
め、江戸崎地区にある君賀、沼里、鳩崎、
高田の4つの各コミュニティセンター

②江戸崎公民館で「使用申請書」に必
要事項を記入し提出してください。
　なお、各コミュニティセンターにも
申請書が有りますので、コミュニティ
センターが開いている場合は、そこで
提出することもできます。
③利用する時間までに、職員が施設の
鍵を開けます。
④利用が終わる時間に、職員が施錠し
ます。（申請した時間より早めに終わる場
合はご連絡ください。）

※夜間、祝日の管理は、従来どおり管
理人が行います。
●江戸崎公民館tel.029-892-4110
／ fax.029-892-3664 ／稲敷市江戸
崎甲2148番地2



広報稲敷平成19年5月号　2627　広報稲敷平成19年5月号

ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

初
蝶
と
み
し
が
散
り
来
し
白
椿	

代
静（
犬
塚
）

万
蕾
の
固
さ
ほ
ぐ
し
て
臥
龍
梅	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

牡
丹
の
芽
確
か
な
蕾
抱
い
て
立
つ	

岡
村
敏
子（
新
山
）

ク
ロ
ッ
カ
ス
よ
り
始
ま
り
し
庭
の
も
の	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

紅
色
の
桜
堤
に
酔
い
に
け
り	

宮
本
芳
子（
切
通
）

身
を
よ
じ
る
風
情
も
あ
り
て
し
だ
れ
梅	

武
部
三
郎（
小
角
）

凍
返
る
選
ん
だ
服
に
又
迷
う	

福
本
き
み
え（
新
山
）

茶
の
間
へ
と
活
け
か
え
て
見
る
薔
薇
の
花	

下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

荒
れ
屋
敷
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
黄
水
仙	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

蕗
味
噌
の
苦
さ
好
み
し
齢
な
り	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

温
暖
化
気
に
は
な
れ
ど
も
梅
見
事	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

春
風
や
高
速
道
路
歩
け
し
日	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

蓬
摘
む
背
中
に
風
の
冷
た
か
り	

根
本
京
子（
高
田
）

口
紅
や
桜
ま
つ
り
に
行
く
女
房	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

瓶
に
さ
し
根
芹
芽
を
出
す
厨
棚	

小
林
文
子（
根
宿
）

夜
通
し
の
雨
の
上
が
り
て
下
萌
ゆ
る	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

思
い
出
の
桜
も
我
も
古
り
に
け
り	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

連
翹
の
黄
が
噴
き
あ
が
る
垣
根
ご
し	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

雪
柳
わ
ず
か
な
雨
に
こ
ぼ
れ
を
り	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

頭
数
な
ら
ぬ
種
蒔
き
見
届
け
し	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

し
た
た
か
に
芽
柳
風
を
泳
ぎ
お
り	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

そ
ぞ
ろ
歩
す
新
装
な
り
し
花
の
宮	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

下
萌
え
や
新
橋
全
容
現
れ
し	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

い
く
た
び
の
春
に
逢
い
る
や
老
い
て
尚
女
の
性さ
が

か
春
の
服
買
う	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

旅
に
い
で
東
尋
坊
で
訃
報
き
く
師
の
奥
様
の
笑
顔
浮
び
ぬ	

内
田
君
代（
沼
田
）

日
脚
の
び
さ
庭
で
遊
ぶ
雀
ら
の
影
絵
と
な
り
て
畳
飛
び
交
う	

小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

菜
の
花
に
代
わ
る
が
わ
り
に
来
る
野
鳥
今
朝
は
頬
白
の
番つ
が
いが
遊
ぶ	
坂
本
緑（
鳩
崎
）

ま
た
一
人
縁え
に
しの
消
え
し
海
の
町
夢
の
中
な
る
叔
母
は
若
か
り
し	
山
口
須
美
子（
上
君
山
）

外
套
を
い
つ
し
ま
お
う
か
迷
い
た
り
寒
が
戻
り
て
桜
も
同
じ
か	

山
本
彰
治（
高
田
）

成
田
へ
と
高
度
下
げ
つ
つ
来
る
飛
機
に
Ｐ
51
の
襲
来
顯た

ち
ぬ	

川
村
と
み（
堀
川
）

金
色
の
入
道
雲
と
ま
ご
う
が
に
椎
の
若
葉
の
光
り
眩
し
き	

海
老
原
菊
男（
上
根
本
）

手
の
ひ
ら
を
顔
に
泳
が
せ
指
間
よ
り
見
ゆ
る
寒さ
む

夜よ

の
月
輝
や
け
り	

坂
詰
よ
し
の（
柴
崎
）

ご
ぐ
ご
く
と
哺
乳
の
び
ん
に
し
ゃ
ぶ
り
つ
く
孫
の
し
ぐ
さ
に
愛
し
さ
覚
ゆ	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

杉
苔
の
中
に
咲
き
た
る
福
寿
草
山
吹
色
は
陽
に
か
が
や
け
り	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

地
の
面
に
山
門
の
影
く
っ
き
り
と
蝌か

蚪と

の
波
紋
に
時
折
揺
る
る	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

ガ
ラ
ス
戸
に
孫
が
つ
け
た
る
小
さ
き
手
形
消
さ
ず
に
置
け
と
祖
父
が
言
う
な
り	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

春
川
に
首
を
の
ば
し
て
鵜
の
ひ
と
つ
捕
え
し
大
き
魚
を
呑
み
こ
む	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

病
む
夫
に
男
孫
は
毛
蟹
一
匹
を
買
い
来
て
く
れ
ぬ
元
気
に
な
っ
て
と	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

流
る
る
が
如
き
平
仮
名
そ
の
な
か
に
椿
一
輪
咲
け
る
絵
手
紙	

小
泉
實（
福
田
）

春
来
れ
ば
ハ
ウ
ス
張
り
替
え
種
浸
す
米
の
低
価
に
戸
惑
い
な
が
ら
も	

平
山
栄
子（
八
筋
川
）

飛
び
交
い
て
明
け
烏
鳴
く
声
聞
く
も
軒
に
雀
の
さ
え
ず
り
聞
か
ず	

山
口
朋
子（
結
佐
）

病
院
の
窓
辺
に
凭よ

り
て
夕
映
え
の
筑
波
双
峰
に
心
癒
さ
る	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

真
赤
な
る
椿
の
花
が
咲
き
ま
し
た
満
面
笑
み
の
貴
女
に
も
似
て	

根
本
邦
子（
押
砂
）

集
積
所
出
さ
れ
し
ご
み
の
山
な
し
て
富
め
る
暮
ら
し
の
週
の
始
ま
る	

渡
辺
あ
い（
荒
宿
）

長
生
き
を
す
る
に
否
と
は
言
は
ね
ど
も
花
に
は
見
頃
桃
に
食
い
頃	

川
崎
保
之
助（
幸
田
）

一
、
般は
ん
若に
ゃ
講こ
う
の
誕
生

か
つ
て
は
お
寺
と
言
え
ば
念ね
ん

仏ぶ
つ

講こ
う

と
い
う
ほ
ど
で
、
お
小こ

屋や

と

称
す
る
念
仏
堂
が
ど
の
地
区
に

も
必
ず
あ
っ
た
も
の
で
す
。け

れ
ど
も
今
で
は
葬
式
に
働
は
た
ら
き

衆し
ゅ
う

が
あ
っ
て
も
念
仏
衆
は
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、
伊
佐
部
の
照
明
院
で
は
一

昨
年
か
ら
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
般
若
講
が
結
成
さ
れ
、
丸

二
年
に
な
り
ま
す
。

　

会
員
五
十
名
、
役
員
は
寺
総

代
五
名
か
ら
な
り
、
出
席
率
は

九
割
以
上
を
キ
ー
プ
。会
員
数

は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

目
的

般
若
の
意
味
は
、
一
切
の
煩ぼ
ん

悩の
う

、

執し
ゅ
う

着ち
ゃ
くを
断
ち
切
り
、
あ
る
が

ま
ま
の
真
実
の
姿
を
つ
か
む
悟

り
の
た
め
の
根
本
的
な
知ち

慧え

を

指
し
ま
す
。般
若
講
は
こ
の
般

若
の
知
慧
を
学
ぼ
う
と
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

学
習
形
態

○
導ど

う

師し

、照
明
院
住
職

○
期
日
、
毎
月
第
一
友
引
の
日

午
後
二
時
よ
り

○
内
容

・
挨あ
い

拶さ
つ

・
全
員
読ど
っ

経き
ょ
う（

般は
ん

若に
ゃ

心し
ん

経き
ょ
う、
観か
ん

音の
ん

経き
ょ
う、其
の
他
）

・
講
話
、今
月
の
話

　

二
月
の
題
は「
敬う
や
まふ
心
」

　

我
が
身
、
人
に
敬
わ
れ
ん
と

思
わ
ば
、
先
ず
仏
神
を
敬
ふ

べ
し
。（
以
下
略
）

・
先
輩
の
話

・
帰き

属ぞ
く（

仲
間
）意
識
を
高
め
る

日
に
つ
い
て

二
、
大だ
い
般は
ん
若に
ゃ
経き
ょ
う

　
　
転て
ん
読ど
く
の
歴
史

飛
鳥
時
代
に
発
布
さ
れ
た
、
聖

徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
の
第
二

章
に
は
、篤あ

つ

く
三さ

ん

宝ぽ
う（

仏
、法
、僧
）

を
敬
い
、
と
あ
り
ま
す
。そ
の

後
、
聖
し
ょ
う

武む

天
皇
の
勅
ち
ょ
く

願が
ん

に
よ
り
、

天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
国
情
の

安
定
を
図
る
た
め
、
諸
国
に
国

分
寺
を
置
く
詔
み
こ
と
の
りが
発
せ
ら
れ
、

国
毎ご
と

に
寺
院
の
建こ
ん

立り
ゅ
うが
始
ま
り

ま
し
た
。ま
た
そ
の
前
年
に
は

釈し
ゃ

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

の
造ぞ
う

立り
ゅ
うと
共
に
大

般
若
経
六
百
巻
の
写し
ゃ

経き
ょ
うが
命
ぜ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
膨ぼ
う

大だ
い

な
教
典
を
全
て
読ど
く

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
15
回

　
伊
佐
部
・
照
明
院
の
般
若
講
と

　
　
　
　
大
般
若
経
転
読
の
歴
史

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
石
井
駿

誦よ
う

す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
僧

侶
た
ち
は
定
期
的
に
参
集
し
、

教
典
を
パ
ラ
パ
ラ
め
く
っ
て
は

短
い
お
経
を
唱
え
る
転
読
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
期
間
は
漁
猟
、

殺
生
が
禁
止
と
い
う
こ
と
で
し

た
。凡
そ
千
二
百
年
ほ
ど
前
の

こ
と
で
す
。

　

行
方
市
の
西さ
い

蓮れ
ん

寺じ

は
当
地
方

の
中
心
寺
院
で
、
そ
の
こ
ろ
か

ら
各
地
の
僧
た
ち
が
集
っ
て
七

日
七
晩
の
祈き

願が
ん

転
読
を
行
い
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

照
明
院
に
は
嘉か

元げ
ん

四
年
（
一

三
〇
六
）
の
板い
た

碑び

が
あ
り
ま
す

が
、
お
そ
ら
く
創
建
の
こ
ろ
か

ら
毎
年
二
月
に
転て
ん

読ど
く

会え

が
行
わ

れ
て
い
た
と
思
っ
て
よ
い
で
し

読経

般若講一同

法話

大般若経転読

ょ
う
。経
本
が
そ
の
間
に
何

度
か
取
り
替
え
ら
れ
た
記
録

も
あ
り
ま
す
。転
読
は
総
代

や
区
三
役
も
参
加
し
て
行
い
、

そ
れ
が
す
む
と
「
オ
デ
イ
ハ

ン
ニ
ヤ
」
の
行
事
と
し
て
こ

れ
ら
の
経
本
を
入
れ
た
経
箱

が
各
家
々
を
廻
り
ま
す
。

●
歴
史
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俗
資
料
館
☎
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽先月の予感が見事的中。人事異動により7年間の広報業務から離れることになりま
した。旧町村時代の最終号と稲敷市の創刊号に携われたことが良い記念です。（坂本）　▽なぜが４
月からいきなり広報作成。これからよろしくお願いします。現在パソコンの色々なデータの在処
に迷子になってばかりの毎日です。だれかパソコンの中にもナビ付けて！ (>_<)（i）　▽3月号う
まいもんお題の結果は、和菓子派＝73%、洋菓子派＝10.1%、両方＝15.7%でした。（G4出）

広報稲敷　5月号　発行日：平成19年4月27日
発行：稲敷市／編集：稲敷市市長公室秘書広聴課／〒300-0595茨城県稲敷市江戸崎甲3277番地1
tel.029-892-2000（内線2400）fax.029-892-0906 ／稲敷市HP www.city.inashiki.lg.jp

東地区の新利根川沿いに散歩道ができ
ました。これは農村振興総合整備事業
稲敷東部地区の中で行われている歩行
者専用道路（自転車も可）で「桜づつみ
遊歩道」というもの。伊佐部橋から東
中神橋までの間1.4kmが完成し、地
元の方の散歩コースになっています。
　歩道部分には自然に配慮した浸透性
のカラーアスファルトがひかれ、その
両脇には桜が植栽されています。今年
の春にはまだ植栽されて間もないこと
もあり花の数が少なかったのですが、

枝や根が張ったころにはきっと見事な
桜並木となることでしょう。川沿いに
は菜の花が満開のときに取材したとい
うこともあり、車道越しの春の香りを
満喫しながら、地元の方々がウォーキ
ングやサイクリングを楽しんでいらっ
しゃいました。
　東側の終点を右に曲がるとすぐ近く
は図書館や民俗資料館もあり、頭と体
をリフレッシュするにはもってこいの
コースではないでしょうか。

ぶら〜り・稲敷　no.23　新利根川桜づつみ遊歩道

コンビニストアーコンビニストアー

桜づつみ遊歩道桜づつみ遊歩道

国道125号線国道125号線
新利根川新利根川伊佐部橋伊佐部橋

東保健
センター
東保健
センター あずま

生涯学習センター
あずま
生涯学習センター

図書館・歴史
　民俗資料館
図書館・歴史
　民俗資料館

東中学校東中学校

東中神橋東中神橋


